
音楽に合わせたかわいい踊りが会場を和ませる
（和知小学校グラウンド・本庄）

声援を背にバトンをつなぐリレー
（瑞穂中学校グラウンド・大朴）

秋の収穫の時期を迎え、町内では「食」をテーマにした
イベントが各地で開催されています。
編集子も6年前から米づくりを始め、現在4反ほどの田

んぼで土日農業に取り組んでいます。今年は週末に取材
に出ることが多く、なかなか管理もできなかったり、油断し
た隙にシカの餌になってしまったりと、反省しきりの収穫
でした。
11月18日には「京丹波●食の祭典2012」の開催が予
定され、まだまだこれから「食の京丹波」をアピールするイ
ベントがめじろ押しです。
体重が気になるところですが、おいしい新米にパワー

をもらい、精力的に町内を駆け回りたいと思います。（Ｔ）

編
集
後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす
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京丹波のまちのニュースをお届けします

例
の
体
育
イ
ベ
ン
ト
開
催

恒■
町
内
小
中
学
校
体
育
祭
・
運
動
会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
、町
内
の
小

中
学
校
で
は
体
育
祭
や
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
中
学
校

は
、蒲
生
野
中
学

校
が
九
月
十
三
日
、

瑞
穂
・
和
知
中
学

校
が
九
月
十
四
日

に
体
育
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

瑞
穂
中
学
校
で

は
、学
年
ご
と
に
二

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
、リ
レ
ー
や
大
縄
跳
び
な
ど
の
競

技
に
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
、

競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
は
九
月
二
十
二
日
、今
年
初

め
て
地
域
と
の
共
催
と
な
っ
た
竹
野
小

学
校
を
除
い
た
四
小
学
校
が
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

和
知
小
学
校
で
は
、生
徒
二
人
ず
つ

が
棒
を
持
っ
て
走
り
途
中
に
置
か
れ
た

コ
ー
ン
を
回
っ
て
戻
っ
て
く
る「
台
風
の

目
」な
ど
の
競
技
で
競
い
合
っ
た
ほ
か
、

二
学
年
ず
つ
行
っ
た
表
現
運
動
で
は

一
、二
年
生
が
ネ
ズ
ミ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

耳
や
し
っ
ぽ
な
ど
を
つ
け
、音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
公
園
で
野
外
活
動

緑

保護者らが見守る中、カレーの具材を調理する子どもたち
（質志鐘乳洞公園・質志）

■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
事
業

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
す

る
子
ど
も
た
ち
が
九
月
十
六
日
、質
志

鐘
乳
洞
公
園
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
な

ど
の
野
外
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、同
少
年
団
が
団
員
・
指
導

者
・
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
と
、団
員

の
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
て
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
自
主
性
と
協
調
性
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

町
内
八
団
か
ら
約
百
人
の
子
ど
も
た
ち

と
そ
の
保
護
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、七
班
に
分
か
れ
て

日
頃
あ
ま
り
交
流
の
な
い
他
団
の
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
、慣
れ
な
い
手
つ
き
で

包
丁
を
使
っ
て
カ
レ
ー
の
具
の
準
備
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
は
、飯
ご
う

を
使
っ
て
炊
い
た
ご
飯
に
盛
り
付
け
、保

護
者
ら
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
昼
食
後
に
は
、同
公
園
内

の
鍾
乳
洞
の
探
検
を
行
う
な
ど
、野
外

活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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 2 　　  決算
 9 Dr’s Message いきいき健康術
10 秋の丹波路を駆け抜ける
　　 「2012京都丹波ロードレース」を
   開催します

11  京丹波にはおいしいもんがいっぱい！
   「京丹波 食の祭典2012」開催

12 京丹波町職員の給与の状況を
   公表します

14 　　KYOTAMBA TOWN NEWS 2012

真っ赤なリンゴを収穫
―子育て支援センターリンゴ狩り

踊りを通して交流
―丹波音頭・踊りフェスティバル

アジアの文化に親しむ
―町女性の会男女共同参画国際交流事業

救命処置の方法学ぶ
―命を救う応急手当講習会

医療体制の充実などを報告
―医療等審議会

車いすで疾走
―全京都車いす駅伝競走大会・
　全京都車いすミニ駅伝競走大会

恒例の体育イベント開催
―町内小中学校体育祭・運動会

緑あふれる公園で野外活動
―スポーツ少年団交流事業

9月14日に瑞穂中学校グラウンドで開催された体
育祭。生徒たちは練習の成果を発揮し、勝利を目指し
てさまざまな競技に出場しました。（関連記事を14ペ
ージに掲載）

今月の表紙
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平成23年度

歳
入
に
は
、町
税
な
ど
町
が
自
ら
の
力
で
調
達

で
き
る
お
金（
自
主
財
源
）と
、国
や
府
か
ら
交
付

さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お
金（
依
存

財
源
）が
あ
り
ま
す
。グ
ラ
フ
の
と
お
り
、自
主
財
源

は
歳
入
全
体
の
三
一
・
〇
％
で
、残
り
六
九
・
〇
％

歳
出
総
額
は
一
一
二
億
二
、六
一
三
万
円
で
、歳
入

か
ら
歳
出
と
平
成
二
十
四
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業

費（
六
、四
八
二
万
円
）を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、四
億
六
、六
七
二
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、経
常
収
支
比
率
は
八
一
・
八
％
で
、前
年
度

は
国
・
府
支
出
金（
負
担
・
補
助
・
委
託
金
）や
町
債（
借
入
金
）、地
方
交
付
税
な
ど
に
頼
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
、収
入
額
が
十
六
億
八
、八
三
五
万
円
で
、年
度
内
に
収
入
で

き
な
か
っ
た
額
が
二
億
八
、〇
六
六
万
円
、不
納
欠
損
額
が
一
、〇
五
一
万
円
。京
都
地
方
税
機

構
に
よ
る
滞
納
整
理
業
務
に
よ
り
一
定
の
効
果
は
表
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
も
地
道
な
督
促
や

納
税
相
談
、夜
間
納
付
窓
口
の
開
設
な
ど
に
よ
り
、税
負
担
の
公
平
性
と
自
主
財
源
の
確
保
に
向

け
て
滞
納
へ
の
厳
正
な
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、法
令
に
基
づ
い
た
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

一
方
、財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、普
通
交
付
税
の
算
定
基
礎
と
な
る

人
口
が
平
成
十
七
年
国
勢
調
査
か
ら
平
成
二
十
二
年
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、特
別

交
付
税
と
併
せ
て
前
年
度
に
比
べ
六
、二
〇
九
万
円
の
減
。国
・
府
支
出
金
も
十
一
億
七
、四
三
三

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
や
府
へ
の
依
存
率
が
高
い
本
町
に
と
っ
て
は
、さ
ら
な
る
歳
入
の
確
保
は
厳
し
さ
を
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、今
後
よ
り
一
層
、財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

に
比
べ
三
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
も
の
の
、地
方
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標
は
、実
質
公
債

費
比
率
が
一
五
・
三
％
、将
来
負
担
比
率
が
一
四
三
・
七
％
で
、い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
着
実
に
改

善
が
図
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
の
ほ
か
、町
債
残
高
は
一
四
四
億
一
、三
二
五
万
円
で
、前
年
度
末
残
高
か
ら
六
億
九
、二

三
二
万
円
の
減
。基
金（
貯
金
）残
高
は
四
十
三
億
六
四
〇
万
円
で
、前
年
度
末
残
高
か
ら
六
億

七
、九
七
二
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。将
来
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、財
政
健
全
化
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

二
十
三
年
度
歳
出
の
主
な
も
の
は
、財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
と
し
た
基
金
積
立（
十
億
八
、

〇
九
八
万
円
）、住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金（
三
八
一
万
円
）、こ
ど
も
手
当
給

付
費（
二
億
三
、三
三
八
万
円
）、中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金（
一
億
一
、四
六
九
万
円
）、

有
害
鳥
獣
被
害
に
対
す
る
防
除
施
設
設
置
事
業
な
ど（
七
、九
九
九
万
円
）国
民
文
化
祭
事
業

（
七
一
〇
万
円
）、町
観
光
協
会
の
運
営
補
助
を
含
め
た
観
光
振
興
事
業（
四
八
九
万
円
）な
ど

で
、費
目
別
に
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
支
出
し
ま
し
た
。

【
経
常
収
支
比
率
】財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
。

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
す
る

経
費
に
対
し
て
、町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
毎
年
度
経

常
的
に
収
入
で
き
る
一
般
財
源
が
ど
の
程
度
使
わ
れ
た

か
を
表
す
比
率
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】公
債
費（
借
入
金
）に
よ
る
財
政

負
担
の
程
度
を
示
す
も
の
で
、起
債
制
限
比
率
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
公
営
企
業
の
公
債
費
へ
の
一
般
会
計
繰

出
金
な
ど
の
公
債
費
類
似
経
費
を
算
入
し
た
比
率
。

用
語
解
説

町税
14.4％
16億8,835万円

地方交付税
47.0％
55億2,419万円

国庫・府支出金
11.6％
13億6,797万円

町債
7.0％
8億2,220万円

その他
14.2％
16億6,450万円

総務費
23.1％
25億9,215万円

民生費
18.4％
20億6,634万円

農林水産業費
9.9％
11億759万円

衛生費
12.2％
13億6,969万円

使用料・手数料
2.4％

2億8,604万円

交付金など
3.4％

4億442万円

自主財源
依存財源

議会費
1.0％
1億1,475万円

土木費
9.5％
10億7,076万円

その他
1.2％

1億3,351万円

消防費
3.5％
3億9,087万円

消防費
3.5％
3億9,087万円

消防費
3.5％
3億9,087万円

教育費
5.8％
6億5,456万円

教育費
5.8％
6億5,456万円

教育費
5.8％
6億5,456万円

公債費
15.4％
17億2,591万円

歳入
117億
5,767万円

歳出
112億
2,613万円

監
査
委
員
の
決
算
審
査
を
経
て
、九
月
の
議

会
定
例
会
で
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。歳
出
決

算
額
は
、一
般
会
計
が
一
一
二
億
二
、六
一
三
万

円（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
、以
下
同
じ
）、特
別

会
計
が
七
十
九
億
五
、四
四
九
万
円（
財
産
区

会
計
除
く
、以
下
同
じ
）に
な
り
ま
し
た
。

一般会計歳入

一般会計歳出［目的別］

歳
入

歳
出
※

※
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一般会計
【主なもの】 こう使った112億円
戸籍住民基本台帳管理に関する経費 ……………2，797万円
（職員給与など含む）
京都府議会議員選挙に関する経費 ・・………………832万円
その他選挙に関する経費 ……………………………63万円
各種統計調査（国勢調査など）に関する経費 ・・………74万円
監査委員に関する経費 ………………………………58万円

民生費 20億6,634万円   
社会福祉総務費 ………………………………2億7，312万円
（職員給与や在宅介護支援センター運営、民生児童委員の
活動補助など）
国民健康保険特別会計への繰出金 ………………8，939万円
（事業勘定分） 
和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託料など
 …………………………………………………………70万円
共同作業所運営委託料 …………………………1，593万円
重度心身障害者通院通所支援事業委託料 …………653万円
重度心身障害老人健康管理事業給付費 ………2，841万円
心身障害者医療給付費 ・…………………………4，964万円
自立支援医療給付扶助費 ……………………… 1，352万円
障害者自立支援給付費 ………………………2億6，855万円
その他障害福祉に関する経費 ………………… 5，201万円
（日常生活用具の給付など）
外出支援・食の自立支援事業委託料 ……………2，477万円
シルバー人材センター運営補助金 …………………630万円
老人クラブ連合会活動補助金 ………………………401万円
後期高齢者医療に関する負担金・繰出金 …2億4，317万円
老人医療給付費 ………………………………… 3，126万円
老人ホーム措置費 ………………………………… 510万円
地域包括ケアシステム実証実験業務委託料 ………309万円
介護施設等整備補助金 ………………………… 3,890万円
介護保険特別会計への繰出金 …………… 2億7，393万円
その他老人福祉に関する経費（長寿者報償など） ・・1，852万円
国民年金事務に関する経費 …………………………68万円
すこやか祝金 ……………………………………… 795万円
京都子育て医療・すこやか子育て医療給付費 …3，230万円
子ども手当給付費 ……………………………2億3，338万円
その他児童福祉に関する経費 ……………………1，616万円
（チャイルドシート購入助成など）
母子父子福祉に関する経費 ………………………1，060万円
（母子医療給付費など）
保育所の運営管理（職員給与など含む） ……3億1，794万円
東日本大震災被災地支援に関する経費 ……………49万円

衛生費 13億6,969万円   
保健衛生総務費（職員給与など） ………………1億733万円
検査検診委託料 ・…………………………………5，097万円
予防接種業務委託料 ・……………………………3，819万円
食生活改善推進事業委託料 …………………………65万円
特定保健指導・特定健診委託料 …………………1，153万円
その他保健・予防に関する経費 …………………1，452万円
（妊婦健診助成など）  
合併浄化槽設置補助金 ・……………………………664万円
住宅用太陽光発電システム設置補助金 ……………381万円
下水道事業特別会計への繰出金 ・………………4，932万円
（浄化槽市町村整備推進） 
その他環境衛生に関する経費 …………………… 250万円
（狂犬病予防注射や水質検査委託など） 
南丹病院負担金 ・…………………………………2，057万円
京丹波町病院会計運営補助 …………………3億8，700万円
（出資金・利子含む）  
その他診療所に関する経費 ………………………1,166万円
（事務費、直診勘定整理経費など）
保健センターの管理 ・…………………………… 1，493万円
船井郡衛生管理組合分担金 …………………2億6，579万円
ごみ処理手数料 ・…………………………………3，755万円
生ごみたい肥化容器購入助成金 ……………………23万円
その他ごみ処理対策に関する経費 ……………………272万円
（資源ごみ集団収集助成など）
水道事業特別会計への繰出金 ………………3億4，378万円

労働費 1,793万円   
緊急雇用創出事業委託料 ………………………… 850万円
その他労働対策に関する経費 ………………………943万円

  農林水産業費 11億759万円   
農業委員会運営に関する経費 ………………………783万円
農業総務費（職員給与など） ………………………8，097万円
マスターズハウス管理運営委託料 …………………300万円
京都・丹波食彩の工房管理運営委託料 ……………940万円
瑞穂町農業公社・丹波ふるさと振興公社運営補助金
 ……………………………………………………1，750万円
有害鳥獣対策事業 ………………………………7，999万円
（捕獲委託、被害防止施設設置など） 
農業機械導入補助金 ・………………………………730万円
中山間地域等直接支払交付金 ………………1億1，469万円
水田農業構造改革対策助成事業 ……………… 1，839万円
（特産物作付奨励、国産飼料推進） 
農地・水・環境保全向上対策事業負担金 ………… 991万円
京の米産地づくり事業補助金 ………………………268万円
京の黒大豆・小豆等産地づくり事業補助金 ……… 225万円
命の里事業（農業生産基盤整備、里力再生） ………401万円
その他農業振興に関する経費 ……………………3，587万円
（農業後継者育成事業補助など）  
畜産業に関する経費 ・……………………………1，468万円
（堆肥による土づくり事業補助など）
下水道事業特別会計への繰出金…………… 1億9，651万円
（農業集落排水）
その他農地保全などに関する経費 ………………3，154万円
（土地改良区運営補助など）  
山村開発センターの管理 ……………………………778万円
農村情報施設管理費（職員給与など含む） ・・……3億60万円
山村振興対策に関する経費 …………………………74万円
ケーブルテレビ拡張整備に関する経費 ・・……… 3，020万円
林業総務費（職員給与や林業振興会負担金など）… 2，227万円
公有林整備事業委託料 ………………………… 1，541万円
緑の公共事業補助金（間伐約17haなど） ………… 368万円
林道峰線開設工事（和知地区広瀬） ・……………2，048万円
森林整備地域活動支援交付金 …………………1，644万円
その他林業振興に関する経費 ……………………4，819万円
（林道維持管理、緑の担い手育成など） 
わち林業センターの運営費 ・・………………………296万円
内水面漁業振興対策事業補助金 ……………………230万円
（和知・由良川漁協への補助）

平成23年度決算の審査意見書を寺尾町長に提出する船越監査委員
（役場町長室・蒲生）

【特集】平成23年度決算

議会費　　　　　　 1億1,475万円   
議会運営に関する経費 ・・………………………1億1,475万円
（議員報酬や職員給与など含む） 

総務費 25億9,215万円   
一般管理に関する経費 ………………………4億6,337万円
（職員給与や区長会の運営補助、土地開発公社など
各機関への負担金など）
広報京丹波（お知らせ版含む）の発行 ………………331万円
町勢要覧（本編、資料編）の作成 ……………………158万円
例規集サポートシステム委託料 ……………………366万円
地域主権改革推進支援業務委託料 …………………121万円
その他文書広報に関する経費 ・………………………66万円
財政管理・会計管理に関する経費 …………………136万円
財産管理に関する経費 ……………………15億8，176万円
（町有財産管理、基金積立金など）
わちふるさと祭り助成金 ……………………………100万円
京都丹波ロードレース運営補助金 ………………… 80万円
山陰本線複線化促進協議会など各機関への負担金
 …………………………………………………………21万円
その他総合企画に関する経費 ………………………362万円
町有財産解体工事（町保有建物1棟） ………………225万円
支所の管理に関する経費 ……………………1億9，760万円
（職員給与など含む）
公平委員会に関する経費 ………………………………3万円
グリーンランドみずほ管理運営委託料 …………2，200万円
グリーンランドみずほ施設等改修工事 ……………158万円
（人工芝ホッケー場修繕） 
グリーンランドみずほ施設備品（ホッケー備品） ・…177万円
和知駅振興事業補助金 ・……………………………118万円
街灯設置補助金・防犯協会負担金など ……………312万円
交通対策費 ・・…………………………………………186万円
（交通指導員運営経費、交通安全協会運営補助など）
町営バス利用促進補助金 ……………………………38万円
町営バス運行事業会計への繰出金 ・……………7，610万円
自治振興補助金 …………………………………1，633万円
住民自治組織まちづくり交付金・地域力向上事業助成金など 
 ………………………………………………………178万円
行政情報システムの管理など ……………………4，964万円
国際交流協会への補助金 …………………………300万円
生涯学習推進に関する経費 ・……………………… 325万円
（人権政策の推進など）
税務に関する経費（職員給与など含む） ………1億949万円



特
別
会
計
決
算
の
概
要

0607　KYOTAMBA　No.84

商工費 8,435万円    
商工総務費（職員給与など） ・・………………………715万円
商工会小規模事業経営支援事業補助金 ・・………1，883万円
商工会プレミアム商品券発行事業補助金 ……………79万円
その他商工振興に関する経費 ………………………700万円
（消費生活グループ活動補助など） 
道の駅「和」・山野草の森・アグリパークわちなどの管理委託料  
 ・……………………………………………………2，933万円
質志鐘乳洞公園管理委託料 ・………………………835万円
観光協会運営補助金 ・・……………………………… 455万円
その他観光振興に関する経費 ………………………836万円
（京都府観光連盟など各機関への負担金など）

土木費 10億7,076万円    
土木総務費 ・・………………………………………9，771万円
（職員給与や各建設促進同盟会への負担金など）  
道路台帳整備委託料 ・………………………………189万円
道路の維持管理に関する経費 ……………………5，197万円
（道路修繕、交通安全施設整備、除雪作業など） 
道路改良工事 ・・………………………………3億5，378万円
その他道路改良に関する経費 ………………… 1億69万円
（測量設計監理など）
河川総務費 ・………………………………………2，909万円
（河川維持管理業務委託、河川修繕工事など）
河川改良工事（大倉谷川） ・・………………………2，453万円
町道町田線木橋町田橋改築事業負担金 ……………76万円
畑川ダム整備関連事業に関する経費 ・・…………1億35万円
都市計画・都市公園整備（須知）に関する経費…5，569万円
下水道事業特別会計への繰出金 ・・…………2億3，288万円
（公共下水道）
住宅改修補助金 ・……………………………………718万円
住宅管理に関する経費 ・………………………… 1，425万円
（職員給与や設備保守点検管理など） 

消防費 3億9,087万円    
京都中部広域消防組合負担金 ・・……………2億3，916万円
消防団の運営、消防施設の維持管理に関する経費
 ・……………………………………………………9，580万円
消火栓設置（3ヶ所）・………………………………・・ 122万円
消防自動車購入費（小型ポンプ付積載車6台）・… 4，457万円
その他消防施設などの改修に関する経費 …………296万円
防災・災害対策に関する経費 ………………………717万円
（防災無線電波負担金など）

教育費 6億5,456万円   
　　　　　　　　　　　　

教育総務費（職員給与や教育委員報酬など） ・・1億6，583万円
育英資金給付事業特別会計への繰出金 ……………111万円
小学校の管理に関する経費 ・…………………… 9，119万円
（職員給与など含む）
小学校の教育振興に関する経費 …………………4，569万円
（教材、通学バス補助金など）  
中学校の管理に関する経費・…………………… 5，534万円
（職員給与など含む）
中学校の教育振興に関する経費 ・・………………5，086万円
（外国語指導助手報酬、教材、通学バス補助金など） 
幼稚園の管理運営に関する経費 ・………………5，999万円
（職員給与など含む）
婦人会活動推進補助金 …………………………… 100万円
町文化協会活動推進補助金 …………………………20万円
伝統芸能等保存活動補助金 …………………………23万円
青少年育成協会への補助金 …………………………50万円
人権啓発推進協議会への補助金 ・…………………100万円
国民文化祭実行委員会への負担金 ・………………437万円
その他社会教育総務に関する経費 …………………858万円
（社会教育委員報酬など）  
公民館活動に関する経費 ・・………………………4，410万円
文化財保護に関する経費 ……………………………364万円
体育協会への補助金 ・………………………………400万円
その他社会体育に関する経費 ………………………244万円
（体育指導委員報酬など）
体育施設の維持管理に関する経費 ………………1，317万円
学校給食費（職員給与など含む）… ……………1億132万円

※1万円未満を四捨五入しているため、合計金額が合わない場合があります。

平成23年度決算について審議する議会の決算特別委員会（役場議場・蒲生）

【特集】平成23年度決算

国
民
健
康
保
険
事
業

事
業
勘
定
分
の
歳
入
は
十
八
億
三
、四

七
二
万
円
で
、そ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険
税

収
入
が
四
億
八
〇
〇
万
円（
二
二
・
二
％
）。

歳
出
は
十
八
億
二
、八
六
三
万
円
で
、主
な

も
の
は
保
険
給
付
費
十
二
億
五
、〇
四
三
万

円
、後
期
高
齢
者
支
援
金
二
億
一
、七
九
九

万
円
、人
間
ド
ッ
ク
助
成
や
特
定
健
康
診
査

な
ど
の
保
健
事
業
費
三
、五
九
七
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

歳
入
は
一
億
八
、九
三
〇
万
円
で
、そ
の

う
ち
保
険
料
収
入
が
一
億
二
、九
八
七
万

円（
六
八
・
六
％
）。歳
出
は
一
億
八
、七
八

五
万
円
で
、後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
納
付
金
一
億
八
、四
二
九
万
円
が
全
体

の
九
八
・一
％
を
占
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業

事
業
勘
定
の
歳
入
は
十
八
億
八
、五
九

五
万
円
で
、そ
の
う
ち
保
険
料
収
入
が
二
億

六
、〇
一
四
万
円（
一
三
・
八
％
）。歳
出
は

十
八
億
七
、五
八
六
万
円
で
、保
険
給
付
費

が
十
七
億
九
、七
八
六
万
円
で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の
歳
入
は
六
九
六

万
円
で
、歳
出
は
六
八
一
万
円
。歳
出
の
主

な
も
の
は
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成

委
託
料
五
三
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

老
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
勘
定
の
歳
入
は
一

億
九
八
三
万
円
で
、歳
出
は
一
億
八
三
四

万
円
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
費
一
、七
五
一
万
円
で
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
利
用
者
数
は
、長

期
入
所
が
五
、三
六
三
人（
前
年
度
比
三
三

七
人
の
増
）、短
期
入
所
が
七
九
一
人（
前

年
度
比
二
九
四
人
の
増
）で
し
た（
い
ず
れ

も
延
べ
人
数
）。

水
道
事
業

歳
入
は
十
五
億
一
、五
五
八
万
円
で
、そ

の
う
ち
水
道
使
用
料
が
四
億
九
、五
五
七

万
円（
三
二
・
七
％
）。歳
出
は
十
四
億
八
、

八
三
五
万
円
で
、丹
波
・
瑞
穂
地
区
統
合
簡

易
水
道
整
備
事
業
が
四
億
七
、九
九
四
万

円
、和
知
地
区
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業

が
二
、五
八
九
万
円
で
し
た
。

下
水
道
事
業

歳
入
は
十
億
五
、九
四
七
万
円
で
、歳
出

は
十
億
三
、六
一
三
万
円
。歳
出
の
主
な
も

の
は
、農
業
集
落
排
水
費
が
二
億
一
、六
五

五
万
円
、公
共
下
水
道
費
が
一
億
四
三
八
万

円
、浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
施
設
費
が

九
、七
一
六
万
円
で
し
た
。

土
地
取
得

歳
入
歳
出
共
に
一
億
二
、九
二
〇
万
円

で
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
土
地
購

入
費
と
し
て
支
出
し
ま
し
た
。

育
英
資
金
給
付
事
業

歳
入
歳
出
共
に
二
二
八
万
円
。歳
出
の
主

な
も
の
は
、大
学
生
八
人
に
一
四
四
万
円
、専

門
学
校
生
一
人
に
十
八
万
円
、高
校
生
六
人
に

六
〇
万
円
の
奨
学
金
を
支
出
し
ま
し
た
。

町
営
バ
ス
運
行
事
業

歳
入
は
一
億
九
一
四
万
円
で
、そ
の
う

ち
運
賃
収
入
な
ど
の
事
業
収
入
は
三
、二
三

〇
万
円（
二
九
・
六
％
）。歳
出
は
一
億
八
八

一
万
円
で
、運
行
事
業
費
に
一
億
四
九
七
万

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

国
保
京
丹
波
町
病
院

収
益
的
収
支（
消
費
税
抜
き
）は
、収
入

額
が
十
一
億
四
、〇
一
八
万
円
、支
出
額
が

十
一
億
八
、二
二
三
万
円
で
、収
支
差
引

四
、二
〇
五
万
円
の
損
失
。こ
の
う
ち
、旧
瑞

穂
病
院
の
解
体
経
費
お
よ
び
売
却
収
入
を

除
い
た
経
常
収
支
は
三
、九
五
五
万
円
の
利

益
と
な
り
ま
し
た
。

医
業
収
益
は
八
億
三
、三
五
六
万
円
と

な
り
、医
業
費
用
と
し
て
の
支
出
は
十
億

三
、四
七
二
万
円
で
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
入
院
患
者
数
は
一

万
三
、
一
八
二
人
、外
来
患
者
数
は
京
丹

波
町
病
院
三
万
四
、〇
六
三
人
、和
知
診
療

所
一
万
三
、二
四
二
人
、和
知
歯
科
診
療
所

六
、六
八
二
人
で
し
た（
い
ず
れ
も
延
べ
人

数
）。

■会計別歳出決算額
 会計名 本年度
一般会計 112億2,613万円
特別会計・企業会計 79億5,449万円
国民健康保険事業（事業勘定） 18億2,863万円
後期高齢者医療 1億8,785万円
介護保険事業（事業勘定） 18億7,586万円
介護保険事業（サービス事業勘定） 681万円
介護保険事業（老健施設サービス勘定） 1億 834万円
水道事業 14億8,835万円
下水道事業 10億3,613万円
土地取得 1億2,920万円
育英資金給付事業 228万円
町営バス運行事業 1億 881万円
国保京丹波町病院事業 11億8,223万円

一般会計
【主なもの】 こう使った112億円
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D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第62回

『
オ
シ
ッ
コ
を
面
倒
く
さ
が
る
と

オ
シ
ッ
コ
が
近
く
な
る
？
』

『
オ
シ
ッ
コ
を
面
倒
く
さ
が
る
と

オ
シ
ッ
コ
が
近
く
な
る
？
』

『
オ
シ
ッ
コ
を
面
倒
く
さ
が
る
と

オ
シ
ッ
コ
が
近
く
な
る
？
』

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職

員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
和
知
診
療
所
副
所
長
の
仲
村
司
先
生
。生

活
習
慣
に
関
連
し
た
膀
胱
炎
や
頻
尿
な
ど
の
お
話
で
す
。

が
過
ぎ
、涼
し
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

寒
く
な
っ
て
く
る
と
ト
イ
レ
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
き

て
、水
分
摂
取
を
控
え
る
よ
う
に
な
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、オ
シ
ッ
コ
を
面
倒
く
さ
が
っ
て
水
分
摂
取
を
控
え
る
と
、

か
え
っ
て
オ
シ
ッ
コ
が
近
く
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
オ
シ
ッ
コ
は
、腎
臓
で
作
ら
れ
た
と
き
は
無
菌
状

態
で
す
が
、時
間
が
た
つ
と
そ
の
中
で
バ
イ
菌
が
繁
殖
し
て
、臭

い
が
出
て
き
ま
す
。こ
れ
は 

ぼ
う 膀

　 

こ
う 胱

内
で
も
起
こ
る
た
め
、オ
シ
ッ

コ
の
量
が
少
な
い
と
長
時
間
膀
胱
内
に
留
ま
る
こ
と
に
な
り
、

オ
シ
ッ
コ
に
バ
イ
菌
が
繁
殖
し
、そ
の
バ
イ
菌
が
膀
胱
の
壁
に
炎

症
を
起
こ
し
ま
す（
膀
胱
炎
）。こ
う
な
る
と
膀
胱
の
壁
が
敏
感

に
な
っ
て
、少
し
オ
シ
ッ
コ
が
た
ま
る
と
す
ぐ
に
オ
シ
ッ
コ
が
し

た
く
な
る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す（
頻
尿
）。で
す
か
ら
、オ

シ
ッ
コ
は
あ
ま
り
た
め
ず
に
新
鮮
な
う
ち
に
た
く
さ
ん
出
す
こ

と
が
結
果
的
に
オ
シ
ッ
コ
の
回
数
を
増
や
さ
な
い
こ
と
と
な
る

の
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、オ
シ
ッ
コ
を
し
っ
か
り
出
す
た
め
に
水
分

を
十
分
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。た
だ
し
、心
臓
病
や
腎
臓
病

な
ど
で
水
分
制
限
を
必
要
と
す
る
方
に
つ
い
て
は
、主
治
医
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、こ
れ
か
ら
冬
が
近
づ
き
徐
々
に
寒
く
な
っ
て
き
ま

す
が
、水
分
は
し
っ
か
り
と
っ
て
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

夏

　

和
知
診
療
所
で
は
、訪
問
診
察
を
水
曜
日
の
午
後

に
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
訪
問
看
護
に
つ
き
ま
し
て
も

随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

☎
8
4
―
1
1
1
2

和
知
診
療
所
情
報

副所長  
 なか むら

仲村 
つかさ

司先生
（和知診療所）

地
方
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
健
全
化
判

断
比
率
」に
よ
る
四
つ
の
財
政
指
標
と
、「
資

金
不
足
比
率
」に
よ
り
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
を
判
断
し
ま
す
。二
十
三
年
度

決
算
に
基
づ
く
各
比
率
は
次
の
と
お
り
で
、

こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
対
策
の
効
果
が

表
れ
て
全
体
的
に
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
各
指
標
に
算
定
さ
れ
る
会
計
は「
表
１
」参
照
）

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は
収
支
赤
字
が

な
い
の
で
該
当
な
し
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計（
財
産
区
会
計
除
く
）の
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は

収
支
赤
字
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

実
質
公
債
費
比
率　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
公
債
費（
借

入
金
）が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

算
定
結
果
は
一
五
・
三
％
で
、昨
年
度
よ
り

一
・
七
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率　
　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

割
合
。算
定
結
果
は
一
四
三
・
七
％
で
、昨

年
度
よ
り
一
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま

し
た
。資

金
不
足
比
率　
　
　
　
　

　
　
　資金

不
足
額
が
公
営
企
業
の
行
う
事
業

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
で
は
、国
保
京

丹
波
町
病
院
・
水
道
・
下
水
道
事
業
の
三
会

計
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、各
会
計
で
資
金

不
足
額
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

【
標
準
財
政
規
模
】町
が
一
年
間
に
自
由
に
使
え
る

財
源（
お
金
）の
標
準
的
な
規
模
。本
町
は
二
十
三

年
度
決
算
で
七
十
三
億
七
、二
八
二
万
円
で
し
た
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る

と
、自
主
的
な
改
善
努
力
を
行
う
た
め
の
早
期
健
全

化
計
画
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
財
政
再
生
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る

と
、国
な
ど
が
関
与
し
て
再
生
が
行
わ
れ
る
た
め
、

町
独
自
施
策
の
展
開
が
で
き
な
く
な
る
と
と
も

に
、財
政
再
生
計
画
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

用
語
解
説

京丹波町の比率算定結果
［1］健全化判断比率

［2］資金不足比率　　

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

算 定 結 果

23 年 度

22 年 度

早期健全化基準

財政再生基準

算 定 結 果

経営健全化基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

参　

考

─

─

─

13.93

20.00

病院事業

─

水道事業

─

20.00

下水道事業

─

15.3

17.0

18.8

25.0

35.0

143.7

154.8

182.8

350.0

（単位：％）

（単位：％）

財政再生基準 20.00 35.0

経営健全化基準 20.00
※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

4つの財政指標の対象となる会計の範囲［表1］

●一般会計
●公営事業会計以外の特
別会計（土地取得、育英
資金、町営バス）

普通会計

●水道事業特別会計
●下水道事業特別会計
●国保京丹波町病院事業
会計

公営企業会計

●船井郡衛生管理組合など

一部事務組合

土地開発公社、第3セクター

●国民健康保険事業特別
会計
●後期高齢者医療特別会計
●介護保険事業特別会計

公営事業会計

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

【特集】平成23年度決算

─

─

─

18.93

30.00

二
十
三
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況
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須知高等学校

秋の丹波路を駆け抜ける秋の丹波路を駆け抜ける秋の丹波路を駆け抜ける

「2012京都丹波ロードレース」
を開催します

京丹波町の秋の一大イベントとして毎年開催している「京都丹波ロードレース」。
大会当日には約4,100人のランナーが集い、鮮やかに紅葉した景色を眺めながら丹波路を駆け抜けますので、

コース沿いからのあたたかい声援などにご協力いただきますようお願いします。　
また、発着点である丹波自然運動公園では、来園される皆さんに

京丹波の秋を存分に楽しんでいただけるよう「うまいもの市」や「菊花展」などを開催します。
ご家族や友人などお誘い合わせご来園いただき、深まりゆく秋のひとときをお過ごしください。

●日　時　11月3日（祝・土）※雨天決行
選手受付：午前８時３０分～１０時
開 始 式：午前１０時～
スタート：＜３㎞＞午前１０時２０分／＜５㎞＞午前１０時４０分
　　　　  ＜１０㎞＞午前１０時５０分／＜ハーフ＞午前１１時

●発着点　丹波自然運動公園
●主　催　京丹波町、南丹市陸上競技協会、京丹波町体育協会、　

京都府立丹波自然運動公園

うまいもの市、菊花展
　恒例の「うまいもの市」では、地元で採れた農産物や特産品
をはじめ、食の宝庫「京丹波」を満喫できる、旬の食材をふん
だんに使った料理などを販売。「菊花展」は10月20日（土）～11
月11日（日）まで開催し、菊愛好家が丹精込めて育てたさまざ
まな種類の菊を展示します。

○開催時間 ： 午前9時～午後3時
○開催場所 ： 丹波自然運動公園中央広場

　丹波ブランドに代表されるように、京丹波の「食」は、全国にアピールできる魅力のある資源です。
　国民文化祭のおもてなし事業として開催した昨年度は、約２，０００人が来場され、よりすぐりの京丹波産品を販売する
約20店では、売り切れ続出という予想を上回る賑わいのうちに終了することができました。
　今年度は、昨年度を大きく上回る出店を予定し、丹波自然運動公園と須知高等学校を会場として盛大に開催いたします。

　［日  時］ 11月18日（日） 午前１０時～午後３時
 ※須知高等学校会場は午前10時30分～午後2時30分

会 場 と 主 な 内 容会 場 と 主 な 内 容会 場 と 主 な 内 容

車でお越しいただくか、
食の祭典用無料シャトルバスを
ご利用ください。

交通手段

丹波自然運動公園

●無料シャトルバスの運行につきましては、別途お知らせいたします。
●自然公園と須知高校とを巡回する巡回バス（無料）も運行します。
　味夢ラッピングバスにより運行する予定です。是非、ご利用ください。

  駐車場  丹波自然運動公園：約３００台／須知高等高校：約１００台

京丹波
食の祭典
2012

京丹波屋台グランプリ
　京丹波オリジナルの食を生み出すイベントとして
屋台グランプリを実施。商品を買われた方と審査員
による投票の結果、グランプリに輝いた店舗には
なんと２０万円の賞金を授与。京丹波の創作料理が皆
さんの心と胃袋を癒してくれます。

味夢くんコーナー　　
　スタンプラリー、ぬり絵コーナー、ふ
うせんのプレゼントなどを開催。当日
は味夢くんはもちろん、京都府からま
ゆまろくん、南丹市からさくらちゃん、亀岡市からかめ
まるくんも駆けつけます。

芸能文化の祭典
太鼓の出演、地元関係者による音楽演奏など

京丹波の飲食店の出店

食の企業啓発コーナー

全国農業高校生産物販売と
須知高校農場野菜収穫販売

　全国の農業高校に出店を呼びかけ、祭典当日は各地
の高校の生徒たちが生産した加工品を販売。また、須知
高校の農場では、白菜、大根、カブなどの野菜を多数作
付けしており、当日は野菜の収穫と販売も行われます。

石窯ピザ販売

農場、加工施設見学

動物ふれあいコーナー
ポニー、ウサギ、羊、犬など

京丹波
には

京丹波
には

京丹波
には

京丹波
には

おいし
いもん

が
おいし

いもん
が

おいし
いもん

が
おいし

いもん
が

いっぱい！いっぱい！いっぱい！いっぱい！

開催

あじ　  む

10

注目！ 注目！

注目!
味夢

ストラップ
11月18日
販売開始！

と販売も行われます。

アツ
、アツ
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京丹波町職員の給与は、「京丹波町職員の給与
に関する条例」など、関係諸規定の定めるところに
より支給されています。本年度における職員の給
与などの状況について、広く町民の皆さんに知っ
ていただくため、そのあらましをお知らせします。
なお、ここに公表する職員の給与は、いわゆる「手
取り額」ではなく、すべて税金や社会保険料などを
差し引く前の額です。

1　   人件費の状況
平成23年度決算（普通会計）における人件費および人件費率は次のとおりです。なお、この人件費には、特別職に支給された給与お

よび報酬を含みます。

【第1表】人件費の状況（平成23年度：普通会計決算）

注）①普通会計とは、一般会計・町営バス特別会計・土地取得特別会計・育英資金給付事業特別会計の合計を指します。
②実質収支とは、歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越された事業に充当すべき財源を除いた決算額をいいます。

 区分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
      （Ｂ/Ａ）％

平成23年度 16,208人 112億6,246万6千円 4億6,705万7千円 17億8,125万8千円 15.82％
  (平成24年3月31日現在) 

2　   職員給与費の状況
平成24年度当初予算（普通会計）に計上された一般職員の給与費および一人当たりの給与費は第２表のとおりです。

【第2表】職員給与の状況（平成24年度：普通会計当初予算・一般職員給のみ）

 区分 職員数（Ａ） 給料 職員手当（期末・勤勉手当を含む） 合計（Ｂ） 一人当たりの給与費（Ｂ/Ａ）

 平成24年度 208人 7億2,302万4千円 3億5,796万8千円 10億8,099万2千円 519万7千円

【第3表】部門別職員数の推移

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
民　　生
衛　　生
小　　計

一般行政計
教　　育
小　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

区　　分 平成23年度
職員数（人）
平成24年度 増減

一般行政
（福祉関係を
除く）

福祉関係

特別行政

公営企業
など

総 合 計
（平成24年度地方公共団体定員管理調査より抜粋）
注）職員数は、一般職に属する職員と常勤の教育長をあわせたものです。（地方公務員の身
分のある休職者や派遣職員も含みます）

 3 3 0
 54 53 △1
 14 13 △1
 17 16 △1
 2 3 1 
 15 16 1
 105 104 △1
 50 50 0
 19 19 0
 69 69 0
 174 173 △1
 30 29 △1
 30 29 △1
 48 53 5
 9 8 △1
 5 5 0
 18 15 △3
 80 81 1
 284 283 △1  

注）①職員数は、「行政職給料表」の適用を受ける職員で、給与条例に
基づく給料表の級区分によるものです。

②標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する標準的な職務
です。

【第4表】級別職員数の状況
（平成24年4月1日現在・行政職給料表の適用を受ける職員）
一般行政職などの給料月額は、6の級で構成される行

政職給料表を適用することにより支給されています。そ
れぞれの級の標準的な職務内容、職員数および構成比
は第4表のとおりです。
（医師、医療技術員、看護師などは、医療職給料表（一）（二）

（三）を適用しています）

 区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
 １級 主事補・技師補・主事・技師 30人 13.16％
 ２級 主事・技師  10人 4.39％
 ３級 主査・係長・主任 １26人 55.26％
 ４級 課長補佐・主幹 38人 16.67％
 ５級 課長・会計管理者 20人 8.77％
 ６級 参事・総括課長 4人 1.75％
  　　合　　計 ２28人 １００％

【第5表】職員の平均給料月額・平均年齢・平均経験年数（各年4月1日現在）
 

区分
  一般行政職   技能労務職

   平均給料月額 平均年齢 平均経験年数 平均給料月額 平均年齢 平均経験年数
 平成24年度 296.500円 41歳　6月 20年　1月 274,400円 52歳　9月 26年　9月
 平成23年度 297.600円 41歳　8月 20年　6月 269,000円 51歳　8月 25年　8月

 区分  初任給   採用２年経過日の給料月額
   大学卒 短大卒 高校卒 大学卒 短大卒 高校卒
 京丹波町 172，200円 152，800円 140，100円 184，200円 164，300円 148，500円
 国 172，200円 152，800円 140，100円 184，200円 164，300円 148，500円

【第6表】職員の初任給の状況（一般行政職：平成24年4月1日現在）
一般行政職の初任給および採用2年経過日の給料月額は、第6表のとおりです。

【第7表】職員手当の状況（平成24年4月1日現在）
 区　　　分 京丹波町  国
 配偶者    １３，０００円 
 配偶者以外の扶養親族1人につき ６，5００円 
扶養手当

 職員に配偶者がいない場合はそのうち１人について １１，０００円 本町と同じ

 １６歳から２２歳までの子の加算（1人につき） ５，０００円加算 
住居手当 借家 家賃額に応じて２７，０００円が支給限度   本町と同じ

通勤手当 交通機関利用者 運賃など相当額（５０，０００円が支給限度）   本町と同じ
 交通用具利用者 片道２ｋｍ以上で５ｋｍごとに定める額（６０ｋｍ以上２４，５００円が支給限度） 本町と同じ

注）職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。 注）京丹波町は、京都府内のほとんどの市町村が加入している「京都府市町村
職員退職手当組合」の条例に基づいています。

期末勤勉手当（平成24年度）
 区分 京丹波町 国
 勤続 自己都合 勧奨・定年 自己都合  勧奨・定年
 勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
 勤続２５年 ３３．５０月分 ４１.３４月分 
 勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分 本町と同じ 
 最高限度額　 ５９．２８月分 ５９．２８月分 

 その他の加算 定年前早期退職特別措置
        （２～2０％加算） 

退職手当
京丹波町の支給率

区分 

本町と同じ

計 勤勉手当期末手当 勤勉手当期末手当 計

６月期

 １２月期

計

一般職
管理職
一般職
管理職 
一般職
管理職  

1.225月分
1.025月分
１．375月分
１．175月分
2.6月分
２．2月分

0.675月分
0.875月分
０．675月分
０．87５月分
１．35月分
1.75月分

1.9月分

２．05月分

3.95月分

国の支給率

 区分 給料月額・支給率
  町長 １０％減額後 ６７５，０００円 減額前 （７５０，０００円）
   副町長 １０％減額後 ５５８，０００円 減額前 （６２０，０００円） 給料  

教育長 １０％減額後 ５０４，０００円 減額前 （５６０，０００円）
  議長 ３００，０００円
 報酬  副議長 ２３０，０００円
   議員 ２１０，０００円
  

町長・副町長・
 ６月期 １．4月分（１０％減額支給）

    
教育長

 １２月期 １．5月分（１０％減額支給）

期末手当  計 2.9月分（１０％減額支給）
   

議長・副議長・
 ６月期 １．4月分

    
議員

 １２月期 １．5月分
     計 2.9月分

【第8表】特別職の報酬などの状況（平成24年度） 【第9表】給与などの削減措置などの状況
現在の厳しい財政状況を考慮し、臨時、緊急の
措置として次のとおり削減措置などを講じていま
す。

特
別
職

特
別
職・一
般
職

一
般
職

管理職

全職員

議会
議員

町長
副町長
教育長

給料・期末手当
１０％減額

・議員が町の附属機関の委員な
どに就任した場合に受ける報
酬の廃止
・本会議および委員会出席にお
ける費用弁償の廃止

・旅費支給基準の見直し
・府内出張の日当廃止
・借上車賃単価の見直し

管理職手当
１０％減額

平成１８～
24年度

平成20年
7月から

平成１９年度
から

平成１9～
24年度

職員区分 措置内容 施行期日

注）時間外勤務手当の抑制のため、「ノー残業デー」の導入や、休
日出勤・代休制度の見直しを図っています。

京丹波町職員の
給与の状況を
公表します
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■
医
療
等
審
議
会

本
町
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
な
ど
を

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た

町
医
療
等
審
議
会
が
八
月
三
十
日
、町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
で
は
事
務
局
の
町
医

療
政
策
課
が
、町
立
医
療
機
関
に
お
い

て
新
た
に
三
人
の
常
勤
医
師
が
勤
務
し

て
い
る
こ
と
や
院
外
処
方
せ
ん
を
導
入

し
た
こ
と
な
ど
、医
療
機
関
の
改
善
状

況
と
と
も
に
、介
護
が
必
要
な
高
齢
者

な
ど
を
支
援
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」の
窓
口
と
な
る
介
護
よ
ろ
ず

相
談
所
が
、八
月
一
日
か
ら
町
内
十
一
ヶ

所
で
開
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。

同
審
議
会
は
、平
成
二
十
二
年
に
京

都
府
立
医
科
大
学 

や
ま 山

　  

ぎ
し 岸

自  

ひ
さ 久

　  

か
ず 一
学
長（
当

時
）を
顧
問
に
迎
え
、町
民
の
代
表
や
学

識
経
験
者
な
ど
に
よ
り
設
置
し
た
も
の

で
、平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
に
今
後

の
地
域
医
療
の
あ
り
方
や
医
療
と
福
祉

の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
二
回
に
わ
た
り

答
申
を
行
っ
て
い
ま
す
。

真

F L A S H KYOTAMBA TOWN NEWS 2012
京丹波のまちのニュースをお届けします

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ン
ゴ
狩
り

下
山
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
で
九
月
五

日
、瑞
穂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
丹

波
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
リ
ン
ゴ
狩

り
を
行
い
ま
し
た
。

両
支
援
セ
ン
タ
ー
の
リ
ン
ゴ
狩
り
は

そ
れ
ぞ
れ
例
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す

が
、昨
年
は
ハ
チ
が
大
量
発
生
し
た
こ

と
に
よ
り
中
止
と
な
り
、今
回
二
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
セ
ン
タ

ー
の
事
業
に
合
計
三
十
組
の
親
子
が
参

加
。子
ど
も
た
ち
は
頭
上
に
実
っ
た
リ

ン
ゴ
の
中
か
ら
、赤
く
な
っ
た
も
の
を
選

ん
で
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ン
ゴ
の
収
穫
後
、瑞
穂
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
参
加
し
た
親
子

ら
は
、リ
ン
ゴ
の
木
の
下
で
九
月
生
ま
れ

の
子
ど
も
二
人
の
誕
生
日
会
を
開
催
。

タ
オ
ル
な
ど
で
作
っ
た
ケ
ー
キ
を
囲
み

誕
生
日
を
祝
い
ま
し
た
。

踊
り
を
通
し
て
交
流

■
丹
波
音
頭
・
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

丹
波
地
域
の
各
地
で
伝
統
文
化
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
丹
波
音
頭
な
ど

を
、一
堂
に
会
し
て
踊
る
丹
波
音
頭
・
踊

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
九
月
二
日
、和
知

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、亀
岡
市
、南

丹
市
、京
丹
波
町
と
福
井
県
お
お
い
町

か
ら
九
団
体
約
三
百
人
が
参
加
。本
町

か
ら
は
丹
波
音
頭
愛
好
会
と
和
知
文

七
踊
り
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、

日
頃
練
習
し
て
い
る
丹
波
音
頭
や
文
七

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
日
踊
ら
れ
た
丹
波
音
頭
や
文
七

踊
り
は
、江
戸
時
代
中
期
か
ら
浄
瑠
璃

く
ず
し
の
音
頭
が
地
域
の
人
々
の
間
で

歌
わ
れ
、そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊

ら
れ
た
も
の
が
発
祥
と
さ
れ
て
お
り
、

地
域
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
踊
り
な
ど
は

違
っ
て
い
ま
し
た
が
、参
加
者
ら
は
音
頭

と
り
の
声
が
会
場
に
響
く
と
、団
体
の

区
別
な
く
踊
り
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

っ
た
和
知
文
七
踊
り
保
存
会
の
踊
り
が

始
ま
る
と
、参
加
者
の
多
く
が
踊
り
に

加
わ
り
、幾
重
に
も
輪
を
作
っ
て
地
域
の

垣
根
を
越
え
た
伝
統
文
化
で
あ
る
踊
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

フィナーレを飾った和知文七踊り（わちふれあいセンター・本庄）

医
療
体
制
の
充
実
を
報
告

ア
ジ
ア
の
文
化
に
親
し
む

■
町
女
性
の
会
男
女
共
同
参
画
事
業

町
女
性
の
会
が
、国
際
交
流
を
通
し
て

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る「
ア
ジ
ア
ン・ユ

ナ
イ
テ
ィ
ッ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
九
月

九
日
、町
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、昨
年
ま
で
他
の
イ
ベ
ン
ト
内
で

同
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
取
り
組
み
を
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
初
め
て
開
催
。同
会
の
会
員

の
ほ
か
、町
国
際
交
流
協
会
の
関
係
者
な

ど
約
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
町
内
在
住
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
Ｓ
ｏｙ　
Ｓ
ｏｙ
」が

風
船
を
使
っ
た「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」を

披
露
し
た
後
、町
内
に
住
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
、台
湾
の
方
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
母

国
の
踊
り
を
披
露
し
た
り
、生
活
習
慣

な
ど
を
ク
イ
ズ
形
式
で
説
明
し
た
り
し

ま
し
た
。

ク
イ
ズ
で
は
、日
本
で
は
結
婚
す
る
と

「
お
い
。ち
ょ
っ
と
」と
女
性
を
呼
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、海
外
で
は
名
前
で

呼
ぶ
た
め
、返
事
を
し
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、昼
食
時
に
は
、今
回
参
加
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
を
中
心
に
、国
際
交

流
協
会
の
方
も
協
力
し
て
作
っ
た
ギ
ナ

タ
ン
・
ピ
ー
ナ
ッ
ク
ベ
ッ
ト（
コ
コ
ナ
ッ
ツ

ミ
ル
ク
野
菜
炒
め
）な
ど
、各
国
の
郷
土

料
理
が
机
に
並
び
、食
事
を
し
な
が
ら

町
内
に
比
較
的
多
く
住
む
ア
ジ
ア
の
人

た
ち
の
文
化
や
食
生
活
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。

救
命
処
置
の
方
法
を
学
ぶ

■
命
を
救
う
応
急
手
当
講
習
会

園
部
消
防
署
が
九
月
十
六
日
、救
命

処
置
の
講
習
を
行
う
応
急
手
当
講
習
会

を
和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

町
内
か
ら
二
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、園
部
消
防
署
丹
波
出

張
所
の 

ま
つ 松

　  

だ 田
自  

た
け 健

　  

し 志
主
任
な
ど
が
、胸
骨

圧
迫（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）や
人
工
呼
吸
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
用

い
た
救
命
方
法
を
実
演
し
た
後
、参
加

者
ら
は
二
人
ず
つ
協
力
し
て
救
命
処
置

を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

松
田
主
任
は「
発
生
後
四
分
で
救
命

率
は
五
〇
％
に
な
り
ま
す
。い
か
に
早
く

処
置
を
す
る
か
が
大
事
で
す
」と
、救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
に
救
命
処
置
を
行

う
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
、参
加
者
ら

は
熱
心
に
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

タイの生活習慣の話を聞く参加者
（町中央公民館・蒲生）

AEDの使い方の説明を聞く参加者（和知ふれあいセンター・本庄）

事務局からの報告を受け審議する委員ら（町中央公民館・蒲生）

車
い
す
で
疾
走

■
全
京
都
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会
・

　

全
京
都
車
い
す
ミ
ニ
駅
伝
競
走
大
会

九
月
二
日
、丹
波
自
然
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
発
着
点
と
し
て
第
二
十
二

回
全
京
都
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
四
区
間
九
・
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
を
競
い
合
う
も
の
で
、本
町
か

ら
も
一
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
に
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
が

鳴
り
響
く
と
、第
一
区
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー

が
一
斉
に
車
い
す
の
両
輪
を
こ
ぎ
だ
し

ま
し
た
。

沿
道
か
ら
は
、力
の
限
り
を
尽
く
し

て
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、競
技
場
内
で
は
事
前
に
申
告
し

た
時
間
を
目
指
し
て
走
る
第
二
十
二
回

全
京
都
車
い
す
ミ
ニ
駅
伝
競
走
大
会
も

開
催
。参
加
者
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み

な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。声援を受け快走するランナー（丹波自然運動公園・曽根）

義援金などの受付状況
東日本大震災への支援と

して取り組んでいる「義援金」
と、友好町・福島県双葉町へ
の「復興支援募金」の受付状
況をお知らせします。

  受付金額
義援金 8,836,434円

復興支援募金 5,173,763円

＊平成24年9月30日現在

わたしたちの町

10月1日現在／（　）は前月比

人　 口
16，309（＋1）

男
7，707（＋7）

女
8，602（－6）
世帯数

6，468（＋5）
大きく実ったリンゴをもぐ幼児
（下山フルーツガーデン・下山）

っ
赤
な
リ
ン
ゴ
を
収
穫

ソ

イ

 

ソ

イ



音楽に合わせたかわいい踊りが会場を和ませる
（和知小学校グラウンド・本庄）

声援を背にバトンをつなぐリレー
（瑞穂中学校グラウンド・大朴）

秋の収穫の時期を迎え、町内では「食」をテーマにした
イベントが各地で開催されています。
編集子も6年前から米づくりを始め、現在4反ほどの田

んぼで土日農業に取り組んでいます。今年は週末に取材
に出ることが多く、なかなか管理もできなかったり、油断し
た隙にシカの餌になってしまったりと、反省しきりの収穫
でした。
11月18日には「京丹波●食の祭典2012」の開催が予
定され、まだまだこれから「食の京丹波」をアピールするイ
ベントがめじろ押しです。
体重が気になるところですが、おいしい新米にパワー

をもらい、精力的に町内を駆け回りたいと思います。（Ｔ）

編
集
後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす
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京丹波のまちのニュースをお届けします

例
の
体
育
イ
ベ
ン
ト
開
催

恒■
町
内
小
中
学
校
体
育
祭
・
運
動
会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
、町
内
の
小

中
学
校
で
は
体
育
祭
や
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
中
学
校

は
、蒲
生
野
中
学

校
が
九
月
十
三
日
、

瑞
穂
・
和
知
中
学

校
が
九
月
十
四
日

に
体
育
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

瑞
穂
中
学
校
で

は
、学
年
ご
と
に
二

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
、リ
レ
ー
や
大
縄
跳
び
な
ど
の
競

技
に
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
、

競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
は
九
月
二
十
二
日
、今
年
初

め
て
地
域
と
の
共
催
と
な
っ
た
竹
野
小

学
校
を
除
い
た
四
小
学
校
が
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

和
知
小
学
校
で
は
、生
徒
二
人
ず
つ

が
棒
を
持
っ
て
走
り
途
中
に
置
か
れ
た

コ
ー
ン
を
回
っ
て
戻
っ
て
く
る「
台
風
の

目
」な
ど
の
競
技
で
競
い
合
っ
た
ほ
か
、

二
学
年
ず
つ
行
っ
た
表
現
運
動
で
は

一
、二
年
生
が
ネ
ズ
ミ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

耳
や
し
っ
ぽ
な
ど
を
つ
け
、音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
公
園
で
野
外
活
動

緑

保護者らが見守る中、カレーの具材を調理する子どもたち
（質志鐘乳洞公園・質志）

■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
事
業

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
す

る
子
ど
も
た
ち
が
九
月
十
六
日
、質
志

鐘
乳
洞
公
園
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
な

ど
の
野
外
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、同
少
年
団
が
団
員
・
指
導

者
・
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
と
、団
員

の
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
て
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
自
主
性
と
協
調
性
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

町
内
八
団
か
ら
約
百
人
の
子
ど
も
た
ち

と
そ
の
保
護
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、七
班
に
分
か
れ
て

日
頃
あ
ま
り
交
流
の
な
い
他
団
の
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
、慣
れ
な
い
手
つ
き
で

包
丁
を
使
っ
て
カ
レ
ー
の
具
の
準
備
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
は
、飯
ご
う

を
使
っ
て
炊
い
た
ご
飯
に
盛
り
付
け
、保

護
者
ら
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
昼
食
後
に
は
、同
公
園
内

の
鍾
乳
洞
の
探
検
を
行
う
な
ど
、野
外

活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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秋
空
の
も
と

　
若
い
力
が
競
い
合
う
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